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1年 生 が」RCに 登 録 しました !

′ 5月 1日 (火)に 」RC(青 少年赤十
｀

字)登録式を開催 し、 1年生が氏名登録
をしました。新 入 生を歓 迎 します :

朝 の 目立て活動を応援 します :

“目 立 て 活 動 "は
して い た 頃 に も
薩鷺隆醸最麗期□襲曲■菌FI‐■ユil

寄 付をいただきました !

お 子 様 が 本 校 を卒 業 され た こ とが ご

縁 で 、 現 在 日向 市 在 住 の 黒 木 延 幸 ご夫

妻 よ り、 今 年 も 3万 円 分 の 図 書 券 を い

た だ き ま した 。 これ ま で 37年 間 延 ベ

95万 円 も の 寄 付 を い た だ い た ご夫 妻

に 心 よ り感 謝 を 申 し上 げ ま す 。 生 徒 た

ち の た め に 大 切 に使 わ せ て い た だ き ま

す 。 本 当 に あ りが と う ござ い ま した 。

t罵冨擬「■%なり

年
間
主
が

ｏに
織
つ
説
生
解
思
か
員
場
る
期

ｏ
ヨ
参
し
き
て

１
て
会
事
た
部
組
に
な
年
理
と
れ

一
な
き
に
す
シ
に
ま
て
し

し
徒
行
し
行
会
会
寧
１
そ
と
こ
の
反
で
い
ま

一
ム
き
し
謝

青 少 年
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生 徒 が 赤
十 字 の 精
神 に基 づ

き 、 世 界
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校
１
る
う
の

う、日常生活の中での実践活動を通 じて、
いのちと健康を大切に、地上或社会や世界
のために奉仕 し、世界の人皮との反好親
善の精神を育成することを目的としてい

ます。また、生徒の主体性をはぐくむた

めに「気づき」「考え」「実行する」とい
った赤十字の目標は、まさに社会や企業
が求めているものでもあり、本校でも教

育目標の―つとしてもかがけています。

最近は、「あなたは社会貢献を したこ

とがありますか ?」 と面接で問う高校も
増えてきま した。今後も、様々な諸活動
をきっかけに、生徒たちが自ら社会貢献
にのぞもうとする心をが育つてい<よう

―― ―― ―
―――
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部 活 動 で頑 張つています !

1年生全員が部活動に入部し、どの部ヽ
もますます日展の練習に活気とやる気が |
増 しています。 6月 に行われる地区総合 |

体育大会に向けて、今後とも応援をよろ |

し<お願いいた します。これまで行われ |
た各大会の結果をお矢□らせします。
〈野球部〉
○県北少年少女スポーツ大会

対 門川中(惜敗)

(ソ フトテニス〉
○県北少年少女スポーツ大会

男子 :対 Jヒ浦中・延岡中(惜敗)

女子 :対 高千穂中(惜敗)

平岩中(快勝)

対 南方中(惜敗)

〈女子バレー〉
○夕刊デイリー杯 対

脚雌嘔夢辟
い肝一で動Ｕ如羹
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